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1. はじめに

　いま考えると多くのご縁や幸運があり，渡独する
ことになったのだと思う．私は博士2年のときに2ヶ
月，博士号取得後ポスドクとして3年，ドイツ西部の
街マインツのマックス・プランク化学研究所(Max-
Planck-Institut für Chemie: MPIC)に滞在し，受
け入れ研究者のPeter Hoppeのもとで研究をする
機会を得た．私の研究内容は修士のころから一貫し
て，二次イオン質量分析計(SIMS)による隕石の同位
体分析である．まず，マインツに滞在することになっ
た経緯からお話ししよう．
　私が東大大学院の博士1年だった2009年6月，東
工大-東大を拠点とするグローバルCOEプログラム

「地球から地球たちへ」が採択され，そこでリサーチ
アシスタント(RA)として博士課程の学生が何人か
雇用された．私もその一人である．そのG-COEで
は，海外の研究機関にインターンシップとして訪問
し，2ヶ月ほど研究できる機会をRAに提供していた．
海外のラボで武者修行をしてみたいと強く思ってい
た私はすぐに応募し，そして採択された(後述するよ
うに，SIMSはラボごとに独自のノウハウがある)．
　訪問先より前にやりたい研究テーマが決まってい
た．話は前後するが，私の修士課程での研究テーマ
は，隕石中のクロムの同位体異常を担うキャリア(つ
まり，プレソーラー粒子)をNanoSIMSで探索する，
というものだった．今でこそ隕石中の様々な元素の
同位体比にcarbonaceous chondrite (CC)とnon 

carbonaceous chondrite (NC)の二分性が確認
され，特にクロム-54の同位体異常はよく知られてい
るが，当時はまだそれほど研究が進展していなかっ
た．結局，修士課程の研究ではそのキャリアの特定
には至らなかったのだが，修士課程修了の直後くら
いに，恒星内の核合成に関する理論・実験・分析の
分野横断型の研究会が国立天文台で開かれ，私は
自分の研究成果について話した．ちょうどその研究
会で，天文台の梶野さんが，超新星爆発におけるリ
チウム・ホウ素の核合成からニュートリノ振動を解明
する，という内容の講演をしておられた．さらに，梶
野さんは超新星起源のプレソーラーSiC粒子(SiC X 
gra in)が使えるかもしれない，と述べておられ，私
はそれに強く興味を惹かれた．その直後に梶野さん
に話しかけ，梶野さんも私の話に興味を示してくだ
さっていたので，是非一緒に研究しましょう，という
ことになった．
　しかし，隕石中のプレソーラーSiC粒子(典型的に
は µmサイズ)は「干し草の中の針」に例えられ，ほと
んどすべての干し草: ケイ酸塩鉱物を強い酸で処理
してようやくSiCが単離できる．甘利さんによる(酸
に溶けない）プレソーラー粒子単離の「レシピ」は有
名だが，化学実験に不慣れな人にはなかなか難しい
(私だけかもしれないが)．そのため，自力でSiCを単
離するのを諦め，すでに単離された純粋なプレソー
ラーSiC粒子を研究に使いたいと思うようになった．
そして，2009年夏の隕石学会@ナンシーでプレソー
ラー粒子研究の大家であるHoppeに相談すること
にした．そこでマインツ行きを考え始めたのだが，そ
れには少しわけがある．まず，東北大の中嶋大輔さ
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んがMPICのUlrich Ott (専門は希ガス分析)のも
とでポスドクをした経験があり，情報を得ることがで
きたこと，そして，私事だが，妻(当時はまだ結婚前)
がドイツ文学を研究していること，である．結局，中
嶋さんに仲介してもらって，MPICでSiC X gra inの
リチウム・ホウ素同位体分析をやりたい旨をHoppe
に伝え，分析装置(NanoSIMS)にマシンチャージが
発生しないことやマシンタイムの状況などを確認し，
これなら行けそうだ，ということになった．

2. 博士課程在学時のマインツ滞在

　前置きが長くなったが，いろいろなご縁に恵まれ
てマインツに2ヶ月滞在することになった．渡独は
2010年の3月下旬だった．ライン川とマイン川の合
流点に位置するマインツは，フランクフルト国際空港
からのアクセスに至便であり，S-Bahn (近距離鉄
道)に乗って30分もかからない．ローマ帝国の遺跡
が残り，10世紀末から11世紀はじめに建設された
Dom(大聖堂)のある美しい街だ．大きな荷物を引き
ずってMPICに着き，まずHoppeと会うと，すぐに
寝泊まりをするゲストハウスに案内された．ゲストハ
ウスは最大3人まで滞在することができ，はじめは1
人で贅沢に空間を使っていたが，やがてOttのポス
ドクのJul ia Cartwrightが来て賑やかになった． 
MPIC内に与えられたオフィスはHoppeのポスドク
の女性と共有だった．私が最初にその部屋に入った
とき彼女は不在だったが，床にベビーベッドが置か
れていて驚いた．彼女が出勤するときはだいたい赤
ちゃんを連れてきており，育児に対する社会の考え
方が随分違うと思った．
　この2ヶ月の滞在で2週間分のNanoSIMSのマシ
ンタイムをいただいた．まず，最初の１週間で，あら
かじめ単離されたプレソーラーSiC粒子から炭素と
ケイ素の同位体比に基づいてX gra inを探し，次の
一週間で，発見したX gra inのリチウム・ホウ素の同
位体比を測定した．ここで印象的だったのが，SiC
をNanoSIMSの同位体イメージングで分析する手
順が完全に自動化されており，1週間で1,000個の粒
子を測定できる仕組みになっていた(X gra inは全
プレソーラーSiC粒子の1%程度であるため， 10個
程度のX gra inを発見できる)ことと，技術職員のサ

ポート体制が非常に充実していることだった． 
　この滞在で私が気を付けていたのは，とにかく
Hoppeとコミュニケーションを十分に取ってたくさん
話すこと，であった．Hoppeは私の拙い英語にも根
気よく付き合ってくれて，普段はとても温和だった．
得られたデータはマシンタイム以外の残りの時間で
解析し，Hoppeと議論を重ねた．データ解析では，
同位体イメージの膨大な量のデータから本質的なこ
とを抽出するHoppeの手腕に驚いた． 

3. ポスドク時代

　私は博士3年のときに学振DC2に採用された．博
士号を取得したときにDCの採用期間が残っている
場合は自動的に学振PDに資格変更されるため，就
活に悩まず，心にゆとりを持って博士論文の執筆に
取り組むことができた．そして，2ヶ月のマインツ滞
在が心地よかったので，もう少しこの地で研究してみ
たいと思い，Hoppeと再びコンタクトを取って，学振
PDの1年間はマインツで研究したい旨を伝えた．以
前の滞在で少しは信頼できる人物と思っていただけ
たのだろうか，まったく問題なくポスドクの受け入れ
は決定した．その後，博士号を無事に取得し，3月に
結婚，そのまま妻とともに4月に再び渡独した．
　再びマインツに来てまず 驚いたことは，MPIC
の建物が新しくなっていたことだった(図1)．もとも
と MPIC は Johannes Gutenberg-Universität 
Mainz (活版印刷の発明で有名なGutenbergはマ
インツの出身である)のキャンパス内にあったが，そ

マックス・プランク化学研究所の建物．図1：
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の中で別の場所に移ったのである．現在の住所は
Hahn-Meitner-Weg 1 (通りの名前，Wegは通り
という意味)．お気づきの方もいると思うが，Otto 
HahnとLise Meitnerは原子核分 裂を発見した
人物であり，ノーベル化学賞を受賞したHahnは
MPIC の 前 身 で あ るKaiser-Wilhelm-Inst itut 
für Chemieの所長でもあった．新しい建物は近代
的で，オフィスと実験室が近くて快適になった．私
が以前に滞在したゲストハウスは取り壊しになって
おり，MPICの新しい建物の近くには学生寮らしき
ものができていた．なお，新しいサッカースタジアム
もすぐ近くにできていて，試合の日には多くのサポー
ターがMPIC最寄りのバス停を利用していた．ちな
みに，ちょうど私がポスドクだった時期に岡崎慎司
さんが1. FSV Mainz 05でプレーしていて，所員に
その話題をよく振られた．多くのドイツ人はサッカー
と天気の話題が好きなのである．残念ながら私はあ
まりサッカーに興味がなく，スタジアムに足を運んだ
ことは一度もなかった．少し後悔しないでもないが，
サポーターのマナーが結構悪く，ビール瓶の割れた
ガラスが試合後には周囲に散乱しており，応援に行く
のがちょっと怖かったのも事実だ． 
　MPIC は84あ るマックス・プランク研 究 所 の1
つであり，それらはマックス・プランク協会(Max-
Planck-Gesel lscha ft)の傘下にある．MPICの新
しい建物から歩いて2, 3分のところにはマックス・
プランクポリマ ー 研 究 所 (Max-Planck-Inst itut 
für Polymerforschung)があり，私の同僚は集束
イオンビーム装置(FIB)を使うためによく訪れてい
た．現 在 MPICに は Atmospheric Chemistry， 
C l i m a t e  G e o c h e m i s t r y， M u l t i p h a s e 
Chemistry，Part icle Chemistryの4つの部門の
もと，およそ150名のスタッフ，100名のポスドクや学
生が在籍している．外国人も多く，ドイツ語を勉強す
る教室も開かれていた． Cosmochemistryの部門
は2005年に閉鎖してしまい，残念ながら宇宙化学分
野の研究室はそれ以前よりいくぶん縮小してしまっ
たと言えるだろう．現在のMPICは「化学」と言っても
大気化学の色合いが濃く，Paul Crutzenがオゾン
ホールの研究でノーベル化学賞を受賞したことに象
徴されている．一般人がイメージする「化学」はむし
ろポリマー研究所のほうが近い．Crutzenは昨年お

亡くなりになってしまったが，私がポスドクのときはま
だお元気であり，研究所のパーティーなどにも顔を出
していた．HoppeグループはPart icle Chemistry
に属しており，その名のとおり微小粒子を扱う研究
室として，プレソーラー粒子だけでなく，エアロゾル
などの分析も行っている．
　今回は長期滞在の予定なので，ゲストハウスでは
なくアパートに住むことになった．マインツもご多分
に漏れず，アパート探しは非常に大変らしい．なぜ

「らしい」かというと，以前に2ヶ月滞在したときに知
り合ったHoppeのポスドクが私と入れ替わりで異動
することになり，彼の紹介で彼が住んでいたアパート

（家賃は600ユーロ）に入居することができたため，そ
のあたりの事情を知らないまま新生活が始まったか
らだ．実際，マンスリーの物件に住んで長い間アパー
トを探している人もいた．私の物件も私が去ったあと
すぐに次の借り手がついた．マインツに着いた日は，
まず日本から持ってきたスーツケース5つを駅の近く
のホテルへ預け， その後すぐにHoppeに付き添って
もらってそのアパートで入居の契約をした．そのた
め，マインツに着いた初日は本当に疲労困憊で，ホテ
ルに帰ると泥のようにベッドで眠ってしまった．
　翌朝はゆっくり寝ているつもりだったが，朝，ホ
テルの電話が鳴って叩き起こされた．電話に出ると
なんとHoppe．なんでも，Hoppeの奥さんが今か
らIKEAに行くのに付き合ってやるからそこで家具
を揃えろ，と．すぐに準備してHoppeの奥さんの車
でIKEAに行き，家具や食器などを一揃い買った．
その次の日には，Hoppeの学生だった人のベッドと
マットレスをその人のアパートから我が家に運んだ．
さらに次の日にHoppeのオフィスに行ったときには，
お前のマシンタイムは来週だから準備せよ，と言わ
れた．そんなこんなで大変だったが，ここでもいろい
ろな人の協力のおかげでなんとか新生活がスタート
したわけである．
　生活のインフラでは何と言ってもインターネットが
重要だが，ドイツ語が話せないとこの契約はなかな
か大変だと思う．私の場合は妻がドイツ語を話せる
のでなんとかなったが，1人では難しいと思った．あ
と，ドイツ語が話せないと大変だと思った場面は，
滞在許可証を取得するため市庁舎に行ったときと，
口座を開設するために銀行に行ったときだ．しかし，
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どちらもMPICのInternat iona l Of f iceの職員が
付き添ってくれたので全く問題なかった．
　ポスドクの期間には，重い炭素同位体(13C)に富む
プレソーラーSiC粒子（AB gra in）の研究のほか，
件の，隕石からプレソーラーSiC粒子を抽出するのを
やってもらえないか，とHoppeに頼まれ，MPICの
技官さんに手伝ってもらいながらMurchison隕石
の酸処理を行った．受け取った隕石は60gくらいあ
り，高額だろうなと思いながら隕石をハンマーで割っ
た．その後，塩酸やフッ酸などの薬品を使って処理
をするのだが，経験のある技官さんの指導のもと，
なるほど，このようにやるのか，と思いながら実験を
していた．ちなみに，これらの薬品を使用する前には
ドイツ語で書かれた誓約書にサインさせれられた．
薬品の管理や事故が起こったときの対処が書いてあ
るのだ，とHoppeに言われたが，何が書いてあるの
かさっぱりわからないのでちょっと怖かった．
　私のもう一つの研究テーマは，渡独する前に申請
書を書いてアクセプトされたイトカワ粒子の公募研
究: ホウ素，リチウム，および希ガス同位体比による
太陽風および宇宙線照射の研究であった．イトカワ
試料の分析ではSIMSの技官さんが大変よくサポート
してくれた．が，一方，私が危険な操作をしないか見
張っているので，彼が帰宅したのを見計らって，夕方か
ら私の好きなように装置の設定を変更し，分析を続け
たこともあった．この技官さんはとてつもない凄腕で，
Hoppeも全幅の信頼を寄せており，私が装置の修理や
メンテナンスを手伝うようなことはほとんどなかった．
　私がMPICで働き始めて1年後にOttが定年で退
職し，MPIC内でパーティーが開かれた(図2)．その
ため，イトカワ粒子の希ガス分析は他研究機関で行
うことになった．ハイデルベルクなども候補だった
が，結局，スイスのETHに行き，Matthias Meier
に手伝ってもらって分析することにした．そのとき
ETHのRainer Wielerら著名な研究者と交流する
ことができ，有意義だった．その次の年にはWieler
も定年退職で，ETHで退職記念研究会とパーティー
が開かれた．イトカワ粒子を分析した縁で私も招
待され，Hoppe，OttとともにETHに行った．パー
ティーにはWielerの元学生をはじめとしてヨーロッ
パにいる研究者が数多く来ていた．
　NanoSIMSのマシンタイムの決定はHoppeに委

ねられており，2，3ヶ月後のスケジュールまで完全に
決まっていた．基本的に1，2ヶ月に1週間のマシンタ
イムが回ってきた．Hoppeは誰も装置を使っていな
い状態を極端に嫌っており，常に誰かが装置を触っ
ているようにスケジューリングしていた．また，月に1
回グループミーティングがあり，そこで研究の進捗を
報告したり，実験装置の状態を確認したり，エクス
カーションの相談をしたりしていた．エクスカーショ
ンではハイデルベルクやモーゼル川周辺などに出か

(上)定年退職のパーティーでスピーチをするOtt(左から3人目)と
Hoppe(同2人目)．(下)Ottへのプレゼント．フランジのついたボ
トルが粋である．

図2：
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けたが，皆，歩くのが大好きで，なかなかハードなも
のであった．グループミーティングには毎回持ち回り
で手作りのお菓子を持っていくことになっており，私
の番のときには緊張しながら朝早くからアップルパ
イを焼き，持っていった． 
　Hoppeグループでは毎週水曜日夕方に定例のセ
ミナーがあり，大抵は外部からゲストを招いてトーク
をしてもらい，その後に皆で近所のレストランで食事
をした．話者で印象に残っているのは前述のMeier
のほか，Evelyn Füri，Marco Pignatar iなどで，
大変刺激を受けた．Pignatar iは恒星内核合成の
専門家で，セミナーに来てくれたのをきっかけに，私
がプレソーラーSiC粒子(AB gra in)の研究をしてい
た際にAGB星内での中性子捕獲反応の計算をして
もらった． 
　渡独して1年間は学振PDだったわけだが，その
年の途中で，もう少しポスドクとして滞在させてほし
い，とHoppeにお願いに行った．このときも，たぶ
ん大丈夫だと思う，とだけ言われて，まったく問題な
く次の年からMPICに雇用されたポスドクとなった．
お給料の具体的な額は申し上げられないが，2年間
で結構お金が貯まった．その2年間はMPICから旅
費のサポートをしてもらって国内外の学会に出かけ
た．ドイツ国内の学会で印象に残っているのは，ネ
ルトリンゲン(隕石衝突のクレーターにある街)での
Paneth Kol loquiumである．技官さんや秘書さん
の協力もあって，ポスドクの間，何不自由なく研究の
みに打ち込ませていただけたのは本当に有難かっ
た(文字通り，これは今ではあり得ないことである)．

こうした悠々自適な研究生活は，帰国して茨城大学
の助教に着任するまで計3年間続いた．

4. マインツでの日常生活

　研究以外の時間はなるべく現地の生活を楽しむよ
うに心がけた．朝市に出かけて新鮮な，あるいはめ
ずらしい野菜を買ってみたり，コンサートに出かけ
たり，クリスマスシーズンにはクリスマスマーケット
(図3)に行ってGlühwein (ホットワイン)を飲み，も
みの木を買ってクリスマスツリーを飾ったりした．ド
イツでは車を運転しなかったので，もみの木を担
いでバスで運んで他の乗客から変な顔をされてし
まった．その他，印象深かったのはカーニバルであ
る．マインツのカーニバルはケルンやデュッセルドル
フなどと並んでドイツ有数の大規模なものであり，
Rosenmontag (薔薇の月曜日)には，政治家に対す
る批判・皮肉をこめた車両や仮装した人々のパレー
ドが町を練り歩き，最高潮になる(図4)．研究所内の
イベントもたくさんあった．日本の大学のような一般
公開や，夏にはバーベキュー，冬にはクリスマスパー
ティーがあり，フットサル大会もしょっちゅうやって
いた．
　ドイツのアパートには基本的にエアコンはなく，夏
の暑い日はかなり辛かったが，冬はお湯が中を循環
している温水暖房によって室温が快適に保たれてい
た．マインツのあたりは水が硬く，キッチンにはすぐ
にカルキが付着するのでクエン酸でしょっちゅう溶か
していた．白い服をそのまま洗濯して干すと灰色が

クリスマスマーケットの様子．図3： カーニバルでのパレードの様子．背後には大聖堂．図4：
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かってくるし，最悪の場合，洗濯機が壊れることもあ
る．なお，洗濯機に入れて水を軟水化する薬品(カル
ゴン)が広く使われている．
　洋服は，一時帰国した際にできる限り日本から
持っていくようにしていた．一度，ユニクロの下着な
どを日本から大量に送ってもらったことがあったが，
商業用と思われて税関に引っかかり，かなり高額の税
金を支払ったこともあった．送るときは，必ずパッケー
ジから出して梱包することが重要である．
　食べ物については，はじめはソーセージとビール
でここは天国かと思ったが，2ヶ月を過ぎたころから
だんだん辛くなってきた．次第に大学キャンパス内
のMensa(食堂)が地獄に思え(さすがに言い過ぎ
か，でもあまり美味しくない)，日本食が恋しくなって
きた．結局，家電量販店でいい加減な炊飯器を購入
し，お米を炊いて食べる生活になった．うどんや餃
子の皮を粉から作ったこともある（麺棒のかわりに
ビール瓶を使って！）．マインツの旧市街には美味し
いレストランがあり，特にステーキハウスとビール醸
造所併設ビアレストランによく行っていた．秘書さん
がとても親切な人で，よいレストランやカフェをたくさ
ん教えてくれた．日本食では，韓国出身の板前さん
がいた寿司屋に足しげく通っていた(残念ながら今
は閉店してしまっている)．ドイツの食材で絶品なの
は春に出回るSpargel (ホワイトアスパラガス)であ
る．これを立てた状態で調理するための縦に長い鍋
が売られており，私も購入して今でも大切に保管して
いる．
　マインツ以外の都市にも，国内外を問わず，可能
な限り旅行していた．ライン川下りは日本から親戚や
友人が来るたびに案内しているので，3，4回は行っ
たと思う．日本でも有名なオクトーバーフェストにも
行った．夏と冬には2，3週間の休暇を取る所員がほ
とんどで，Hoppeや技官さんもどこかに出かけてし
まうので，その間はトラブルが起こらないかヒヤヒヤ
しながらNanoSIMSで分析していた．
　一番好きな都市はどこだったか，と聞かれること
がたまにあるが，そのときはバーデン=バーデンと答
えている．「入浴する」という意味の「baden」が2つ連
なった名前のこの都市は，文字通り保養・観光都市
であり，温泉に入ったりカジノに行ったりできる．高
校・大学とオーケストラをやっていた私にとっては，

音楽祭があるのも魅力だ．ベルリン・フィルを聴きに
行った際に，コンサートマスターの樫本大進さんを
ホールの外で偶然お見かけしたので，少しお話しし
て一緒に写真を撮ってもらったのはちょっとした自慢
である．

5. おわりに

　寄稿を依頼されたときは短い文章を書くつもりで
あった．が，それでも長 と々マインツでの経験につい
て駄文を書き連ねたのは，日本では得づらい体験を
たくさんしたことが私の肥やしになっていると考えて
いるためである．環境をがらりと変えることは研究だ
けでなく心身の健康にも有意義である．また，何度
も述べたように，縁や運も重要である．私はほとんど
何の苦労もなくMPICのポスドクになったので，ポス
ドク探しをしている方の多くには当てはまらないかも
しれない．しかし，それも学生だったころからの下準
備があってのことだと思っている．このような私の体
験が，これから海外に行って研究してみようと思って
いる読者の参考になれば幸いである．
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